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K
O
B
E
L
C
O
グ
ル
ー

プ
が
協
賛

す
る
高
校
ラ
グ
ビ
ー

夏
の
全
国
大
会

「
K
O
B
E
L
C
o

c
u
p」
が 、

20
周
年
を
迎
え
ま
す 。

全
国
を
9
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
編
成
さ

れ
た
合
同
チ
ー

ム
が
参
加
し 、
毎
年
夏

所鰤

汀パ
0

鱈＂
＂

戸

の
ラ
グ
ビ
ー

競
技
人
口
減
少
に
対
し 、

神

裾
昇
大
に
貢
献
す
る
た
め 、
K
O
B

．
式
社

E
L
C
O
グ
ル
ー

プ
が
第
1
回
大
会
か

ら
協
賛
し
て
い
ま
す 。

株
会

神
戸
学
院
大
学
は 、
1
9
6
6
年
初

代
学
長・
森
茂
樹
博
士
が
全
国
初
の
男

女
共
学
の
栄
養
学
部
を
設
立
し
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す 。
現
在
で
は
10
学
部
8

大
学
院
研
究
科 、
学
生
数
約
1

万
1

千

人
を
擁
す
る
神
戸
市
内
最
大
規
模
の
文

理
隠
合
型
私
立
総
合
大
学
へ
と
発
展
を

遂
げ
ま
し
た 。
2
0
2
6
年
に
は
創
立

60
周
年
を
迎
え
ま
す 。
開
学
の
地
で
あ

る
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は 、
記
念
す
べ

し
●
ん
こ
う

き
節
目
の
年
の
竣
工
を
目
指
し
て 、
1
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甲
南
大
学
は
2
0
2
6
年
度
に
理
工

学
部
に
新
学
科
を
設
置
す
る
な
ど 、
社

会
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
「
進
化
型
理

系
構
想」
を
始
動
さ
せ
て
い
ま
す 。
新

学
科
は「
環
境・
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
科」

の
予
定
で 、
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を

も
た
ら
す
グ
リ
ー

ン
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
「
科
字
で
持
続
可
能
な
地
球
の

棗
を
創
る」
を
テ
ー

マ
と
し 、
位子 、

物
理 、
地
学
な
ど
の
科
学
の
素
養
と
倫

理
的 、
社
会
的
能
力
を
併
せ
持
ち 、
次

世
代
の
環
境・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
重
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進化型理系構想が始動

� 神戸学院大学

「知の創造拠点」 H 指す'
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高校ラグビー大会20年

将
来
の
日
本
代
表
を
目
指
し
て
い
ち

早
く
強
化
に
つ
な
げ
る
「
男
子
U
11
の

部」
、

部
員
不
足
で
チ
ー

ム
が
組
め
な

い
高
校
か
ら
選
抜
し
た
「
男
子
U
18
の

部」
、

唯一
の
15
人
制
全
国
大
会
の
場

で
あ
る「
女
子
15
人
制
の
部」
が
あ
り 、

全
国
か
ら
6
0
0
人
を
超
え
る
高
校
生

が
参
加
し
ま
す 。

昨
年 、
U
11
の
部
で
は
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
が 、
ま
た
U
18
の
部
で
は
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
が
優
勝
を
飾
P
て
お
り 、
年
々 、

地
域
の
格
差
が
少
な
く
な
り
競
技
レ
ベ

ル
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す 。
今
回
は

20
回
目
の
た
め 、
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
る
ほ
か 、
コ
ベ
ル
コ
神
戸
ス
テ
ィ
ー

ラ
ー

ズ
の
現
役
選
手
15
人
と
高
校
生
の

交
流
会
な
ど
も
予
定
Lf
て
い
ま
す 。

日
時
は
8
月
1
日（
木）
S
3
日（
土）

に
開
催
予
定
で
す 。
楕
円
形
の
ボ
ー

ル

を
追
い
か
け
て
ひ
た
む
き
に
プ
レ
ー

す

る
高
校
生
た
ち
に 、
ぜ
ひ
熱
い
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

号
館
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い

ま
す 。新

し
い
1

号
館
は 、
学
習
環
境
の
充

実
の
み
な
ら
ず
特
色
が
あ
る
ラ
ウ
ン

ジ
を
設
置
し 、
学
生
の
語
ら
い
の
場
所

と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く 、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
予
定
で

す 。
新
し
い
空
間
で
の
偶
発
的
な
出

会
い
を
誘
発
し 、
開
か
れ
た
「
知
の
創

造
拠
点」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す 。ま

た 、
発
起
人
と
し
て
学
長
が
副
代

表
理
事
を
務
め
る一
般
社
団
法
人
「
大

学
都
市
神
戸
産
官
学
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム」
で
は 、
神
戸
市
内
の
大
学
や
企
業 、

行
政
と
と
も
に
人
材
の
獲
得
や
育
成
と

い
っ
た
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す 。
全
国
有
数
の
大
学
集
積
地

で
あ
る
特
性
を
生
か
し
て 、
神
戸
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
「
地
域
と
つ
な

が
る
大
学」
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す 。

要
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し

ま
す 。
理
工
学
部
は
さ
ら
に 、
物
理
学

科
と
機
能
分
子
化
学
科
を
そ
れ
ぞ
れ
宇

宙
理
学・
量
子
物
理
工
学
科 、
物
質
化

学
科
に
改
組
し 、
生
物
学
科
を
含
め
た

4
学
科
体
制
と
し
ま
す
（
設
置
構
想

中）
。知

能
情
報
学
部
は
甲
南
デ
ジ
タ
ル
ツ

ィ
ン
研
究
所
を
開
設
し 、
人
工
知
能(
A

I)
技
術
を
基
盤
と
し
た
他
に
類
を
見

な
い
研
究
を
実
施
し
ま
す 。
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
で
は
先
進
科
学

コ
ー

ス
に
研
究
開
発
リ
ー

ダ
ー

養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し 、
3
学
部
6
学
科

が
進
化
す
る
構
想
を
進
め
て
い
ま
す 。

ま
た
理
系
学
生
の「
学
び•
交
流
拠
点」

と
し
て
27
年
度 、
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
西

北
校
舎
エ
リ
ア
に
新
理
系
棟
を
竣
工
予

定 。
環
境・
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
科
を
含

め
た
理
系
3
学
部
は 、
8
月
3、
4
日

に
開
催
す
る
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

特
設
ブ
ー

ス
で
紹
介
さ
れ
ま
す 。




